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はじめに

本ライブラリは、56台のギター‧アンプ、4層のリグに設置された4台のサブウーファーから成る、記録的な

ウォール‧オブ‧サウンドです。ビンテージ‧シンセ、ドラム‧マシン、ユーロラック、ギターなど、信じら

れないほど多彩な音源を使用し、AIR Lyndhurst Hall という特別な空間で収録されました。このライブラリの

サウンドは、まさに唯一無二のものです。

動作環境

Mac

• macOS 10.10〜11

Windows

• Windows 7, 8, 10 ( 最新のサービスパック、

64ビット )、Windows 11

• 7.14 GB ディスク‧スペース

• 専用プラグイン ( AU, VST2, VST3, AAX )

最新の対応状況については製品ページをご確認ください。
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ダウンロードとインストール

Spitfire Audio Appをダウンロードすると、アプリを通じてライブラリをダウンロードできるようになります。

THE SPITFIRE AUDIO APP

アプリを起動して、弊社のWebサイトと同様にログインしてくだ

さい。

 タブ

デフォルトはMy Productsです。Downloadsには、ダウンロード中の製品が表示されます。

 フィルタ

フィルタをクリックして、まだインストールされていない製品、インストール済みの製品、利用可能なア

ップデートが表示されます。再度クリックしてフィルタを解除します。

https://www.spitfireaudio.com/info/library-manager/
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 ライブラリ

コレクション内のすべてのライブラリとプラグインが、アートワークと共に表示されます。アートワーク

をクリックすると、製品ページが開きます。システム要件や説明書、リセットや修復オプションなどの情

報を見つける際に使用します。

 [INSTALL]∕[UPDATE]

ボタンをクリックすると、ライブラリに移動する代わりに、My Productsタブから直接ダウンロードを開

始できます。ボタンの横には、ダウンロード時のサイズが表示されます。
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SPITFIRE APPの設定

Spitfire Audio Appを初めて利用される場合、まずSettings

タブを開いてください。ライブラリのダウンロード時の

Default Content ( デフォルト‧コンテンツ ) の場所や、プラ

グイン ( VST2, VST3, AU, AAX ) のインストール先を設定でき

ます。Auto Loginを有効にすると、次回以降のログイン時

間が短縮されます。

設定の完了後、[INSTALL]ボタンをクリックします。このボ

タンは、ライブラリのアートワークの下のMy Productsタ

ブ、または各ライプラリ‧ページに表示されます。

クリック後、インストール先を指定します。上述のデフォル

ト‧コンテンツの場所以外に、ここでは任意の場所を指定

できます。[HDD Install]選択時にも適切なインストール場所

を指定してください。

インストール先が決まったら、[DOWNLOAD]をクリックし

ます。

Downloadsタブが表示されます。他のタブに切り替えて別

のダウンロードを開始することもできますが、Spitfire 

Audio Appは終了しないようにしてください。
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専用プラグイン

本製品は、VST, AU, AAX用のまったく新しいプラグインです。

 これらの動作は各DAWのバージョンやOSまたはソフトウェアの表示言語によって異なる場合があります。

詳しくはお持ちのDAWに付属する各マニュアル内の該当ページをご確認ください。

LOGIC PRO X

• 新規トラックのダイアログ‧ボックスを開きます。

• [ソフトウェア音源]を選択し、[インストゥルメント]ドロップダウンの下を見てください。

• AU Instruments > Spitfire Audio > Aperture - The Stackを選択。

CUBASE

• トラック‧ウィンドウを右クリックし、'Add Instrument Track'を選択します。

• [インストゥルメント]ドロップダウンの下のAperture - The Stackを選択。

• Add Trackを選択。

PRO TOOLS

• 画面上部の'Track'メニューから'New'を選択。

• ポップアップでStereoとInstrument Trackを選択し、'Create'を押します。

• 最初のInsertスロットで、マルチチャンネル‧プラグインを選択し、'Instrument'を選択。

• Aperture - The Stackの選択肢を開けます。
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概観

 トップ‧メニュー

 プリセット‧セレクタ

 メイン‧コントロール

 テクニック‧セレクタ

 キーボード、INFO ( 情報 )⑤

④

③

②

①
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プリセット‧セレクタ

 プリセット名

選択中のプリセットを表示。

 フィルタをクリア

すべてのインストゥルメントをまとめて表示。

②

①
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 フィルタ

クリックすると、各フィルタでグループ化されたプリセットのみを表示。お気に入り④ ( Starred ) もここ

でフィルタできます。

 お気に入り

☆ボタンを押して、お気に入りとしてフィルタに追加。

 プレビュー

プリセットを読み込むことなく、そのプリセット音色の短い例を再生。

 プリセット‧リスト

プリセット‧リストをスクロール表示します。プリセットをロードするには、リスト項目をダブルクリッ

クするか、[Load]ボタンをクリック。

 前、次、保存

プリセット‧ビューを折りたたむと、3つのアイコンが表示。

前 ( ＜ ) と次 ( ＞ ) は、単に次の利用可能なプリセットに移動します ( フィルタ有効時、フィルタ結果のプ

リセット‧リストをスクロール ) 。

保存ボタン をクリックし、プリセットに名前を付けると、Userフィルタの下に表示。

 情報

ⓘアイコンにマウスオーバーすると、プリセットの関連情報を表示。

 ロード

プリセットを選択し、ロードする際に押すボタン。プリセットをダブルクリックして開くことも可能。

⑦

⑤

⑨

⑥

⑧

④

③
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メイン‧コントロール

 ボリューム

一般にExpressionと呼ばれるシンプルなレベル‧コントロール。

 ダイナミック

演奏中のダイナミック‧レイヤーを調整します。ボリュームと組み合わせて使用すれば、演奏がより音楽

的になります。

 ノブ

自由に設定可能なノブで、特定のテクニック ( 奏法 ) で使用可能な各種パラメーターをコントロールでき

ます。ノブにマウスオーバーすると黒色になります。

 機能の割り当て

クリックすると、利用可能なコントロールのいずれかをノブに割り当てられます。

これらのコントロールは、右クリックして表示されるメニューから設定することで特定のMIDIコントローラ

にアサインできます。

③

②

④

①
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テクニック‧セレクタ

 テクニック‧スイッチャー

クリックしてテクニックを選択。Shift+クリックで複数のテクニックを選択できます。左上の赤い点は、

再生されるテクニックを示し、アウトラインは、このページ上での他のオプションからの設定変更を示し

ます。

 ビュー選択

各機能ビューを切り替え。各機能については該当項を参照。

 テクニック‧ナビゲーション

8つ以上のアーティキュレーションが使用可能な場合に表示されます。右矢印＞をクリックして、追加の

テクニックにアクセスできます。

 キースイッチ調整

クリック＆ドラッグでキーボードのキースイッチを左右に移動します。

 ロック

テクニック‧セクションがロックされ、不要な変更を防ぐことができます。

④

②

⑤

①

③
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 テクニック‧トリガー

様々なパラメータを使用してテクニックをトリガーできます。

 アクティブ

テクニックの切り替えを "NORMAL"と"LATCH"で切り替えます。

 ラウンドロビン

繰り返されるノートが機械的で不自然に聞こえないようにする手法。同じノートを演奏するたびに、同じ

音程、同じアーティキュレーションの別のサンプルが順番に鳴ります。ここでは、そのバリエーション数

を調整できます。

 トランスポートでリセット

DAWのトランスポートの再生ボタンを押すたびに、ラウンドロビンのバリエーションがリセットされる

ようになり、毎回同じ再生結果が得られるようになります。

 キーからリセット

キースイッチを使ってラウンドロビンをリセットできます。ここではそのキースイッチを選択。

⑧

⑥

⑦

⑨

⑩

KEYSWITCH キーボードのキーで各テクニックを選択。選択されたキーは、未選択のテクニッ
クでは緑色、選択されたテクニックではオレンジ色で表示されます。

CC RANGE コントロールのCCと値の範囲 ( または単一の値 ) でテクニックを選択。

VEL. RANGE 演奏の強さに応じてテクニックを選択。ソフトに演奏するときはロングを、ハー
ドに演奏するときはピチカートをトリガーするとよいでしょう。

MIDI CHANNEL 入力されるMIDIチャンネルに基づいてテクニックを選択。

SPEED 演奏速度に応じてテクニックを選択。特定のテクニックに切り替えるためのノー
ト間の時間間隔を指定してください。

NORMAL 次のキースイッチが押されるまで、そのアーティキュレーションを維持。

LATCH キースイッチのキーを押している間だけ、そのアーティキュレーションを維持。
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 オプション

 トランスポーズ

1半音単位で上下にトランスポーズします。このコントロールはサンプルをストレッチするのではなく、

入力された MIDIノートをトランスポーズします。

サンプルを調整するには、TUNEノブを使用します。

 テクニック‧エディタ

テクニック‧エディタを開き、プリセットのカスタマイズや編集を行います。

⑫

⑬

⑪

LAYER +2 演奏されたキーの2つ上のサンプルをラウンドロビンとして使用します。サン
プルは再生に適したピッチに移調されます。

LAYER -2 演奏されたキーの2つ下のサンプルをラウンドロビンとして使用します。サン
プルは再生に適したピッチに移調されます。
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エフェクト

 ビュー選択

各機能ビューを切り替え。各機能については該当項を参照。

 テクニック名

 ローパス‧フィルタ

ローパス‧フィルタのカットオフ周波数を調整。

 タイトネス

サンプルの冒頭部をカットすることでノートをよりタイトにしますが、リアリズムを損なう恐れもありま

す。ショート‧パッチのみに適用。

 リリース

リリース‧トリガーの適用量を調整。ロング‧パッチのみに適用。

⑤

②

③

④

①
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 リバーブ

リバーブの適用料を調整。

 ノイズ

The Stackから聞こえるノイズの量を調整。

 ポルタメント

2重なり合った2つのノート間のグライドの適用量を調整。モノ‧パッチのみに適用。

⑦

⑧

⑥
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テクニック‧エディタ

テクニック‧セレクタの⑭鉛筆アイコン をクリックすると、現在のプリセットからテクニックを削除した

り並べ替えるエディタが開きます。

 カテゴリー

特定のプリセットで利用可能なすべてのテクニックをフィルタリングできます。

 テクニック

各プリセットで利用可能なすべてのテクニックが表示されます。[＋]をクリックすると、現在のプリセッ

トにテクニックを追加できます。

②

①
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 テクニック‧アレンジャー

現在のアーティキュレーションが表示されます。クリックしてドラッグすると、クリック＆ドラッグで順

番を並べ替えできます。右上隅の[×]をクリックしてプリセットからテクニックを削除、上のゴミ箱アイコン

をクリックしてすべての奏法を完全に削除します。

編集が完了したら[Save] ( 保存 ) をクリックします。保存したくないときは[Cancel] ( キャンセル ) を選択

すると、元の設定に戻ります。

③
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トップ‧メニュー

 LED

インストゥルメントがロードされると緑色に点灯します。

 CPU メーター

CPUに負荷がかかると、メーターの隣が赤くなります。

 DISKメーター

ドライブへの負荷が100%に近い、または100%を超す場合、高速なドライブの導入をご検討ください。

 メモリ

使用中のRAMの容量を表示します。プリセットのロード時、メモリにロードされているインストゥルメン

トを表示します。

 ボイス数

使用されている発音数を表示します。

 リフレッシュ

インストゥルメントをリフレッシュします。Alt/option+クリックでプラグイン全体をリフレッシュしま

す。MIDI ノートがハングアップしていたり、システム内のサンプルを移動した際に使用してください。
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 MIDIチャンネル

インストゥルメントを制御するMIDIチャンネルを設定します。anyを選択すると、インストゥルメントは

すべての MIDI メッセージに反応します。

 チューニング

ノブを動かして半音単位でチューニングします。Shift+クリックすると、0.01半音単位でチューニングで

きます。Alt+クリックするとデフォルトに戻ります。

 パン

ステレオ‧フィールドで出力シグナル全体を左右にパンします。Alt+クリックすると中央値に戻ります。

 ボリューム

インストゥルメント全体の音量を調節します。

 レベル

出力シグナルのレベルを視覚的に示します。
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 プリセット設定

 ダイナミクス動作

ダイナミクス‧フェーダーの動作を指定。異なるレ

イヤーをトリガーする際に弾くその強さを指定しま

す。ダイナミクスにマッピングされたベロシティで

は、ショート‧ノートのベロシティをモジュレーシ

ョン‧ホイールでコントロールできます。

• FULL VELOCITY RANGE

• VELOCITY MAPPED TO DYNAMICS

• COMPRESSED VELOCITY HIGH

• COMPRESSED VELOCITY LOW

 ベロシティ

コントローラのタッチに合わせて4つのベロシティ‧カーブから選択。

 CC マッピング

• [RESET]: 当該インストゥルメントのすべてのCCマッピングがデフォルトに設定。調整中に混乱した場合

に便利。

• [CLEAR]: プラグインのCCマッピングをすべて削除。コントロールしたいパラメータが明確で、まっさら

な状態から始めたい際に便利。

 テンポ同期

ホストBPMに同期。
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 プラグイン設定

Copy settings ( 設定のコピー ) 

コントローラの共通設定を他のSpitfireプラ

グインにコピーします。

Help text ( ヘルプ‧テキスト ) 

プラグインの左下にパラメータ情報を表示し

ます。

Default size ( デフォルト‧サイズ ) 

インストゥルメントがデフォルトで折りたた

まれた状態で開くか、展開された状態で開く

かを設定します。

Default scale ( デフォルト‧スケール ) 

プラグインUIを開いたときの大きさ。[Get]を押して現在のスケールを設定するか、値をタイプしてから 

[Set]と[Save]を押してください。

Automatic unload with mixer fader ( ミキサー‧フェーダーでアンロード ) 

フェーダーを完全に下げた時に、RAMからデータをアンロードするようになります。

Show keyswitches ( キースイッチ表示 ) 

有効にすると、複数のテクニックを持つプリ

セットは、利用可能なキースイッチを赤で、

選択中のテクニックを黄色で表示します。
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Automatic unload with mixer fader ( ミキサー‧フェーダーでアンロード ) 

フェーダーを完全に下げた時に、RAMからデータをアンロードするようになります。

Gain units ( ゲイン単位 ) 

ゲインをパーセントではなくdBで表示できます。

Make conrollers global ( コントロールをグローバルに ) 

テクニックを切り替えてもコントローラの共通値を保持します。

Disable host automation ( ホスト‧オートメ
ーション無効 ) 

DAWからのホスト‧オートメーションの有効

∕無効を切り替えます。

Change knob drag type ( ノブのドラッグ‧タ
イプを変更 ) 

ノブをドラッグ操作するときのマウスの動作

を変更します。

Disable warning from missing samples ( サンプルの欠落による警告の無効化 ) 

ライブラリのコンテンツが欠落している場合に表示されるプラグイン左上のエラーを非表示にします。

Disable auto hide knob parameter popup (  ノブのパラメーター‧ポップアップの自動非表示 ) 

有効の場合、ノブをクリックすると常にコントロールメニューが表示されます。
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Maximum Voices ( 最大ボイス数 ) 

一度に演奏できるボイスの最大数を入力。発

音数が多いほどCPUとメモリの使用量が増え

ます。

Preload Size ( プリロード‧サイズ ) 

各オーディオ録音のためにメモリにプリロードされるサンプル値の最小数です。ディスク‧ドライブが遅

い場合は値を増やしてください。デフォルトは12288です。

Stream Buffer Size ( ストリーム‧バッファ‧
サイズ ) 

各オーディオ録音ストリーム ( サンプル ) がメ

モリに保持されるサンプル値の数。低速のデ

ィスク‧ドライブでは値を大きくしてくださ

い。

Master Tuning ( マスター‧チューニング ) 

プラグインのデフォルト‧チューニングを変更します。例えば、A = 440HzまたはA = 432Hz。

Pitch/Stretch Quality ( ピッチ∕ストレッチ‧
クオリティ ) 

デフォルトのピッチ∕タイム‧クオリティを

調整して、パフォーマンスを向上させたり、

オーディオ‧クオリティを改善することがで

きます。使用するライブラリによっては非対

応です。
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Maximum Pitch Voices ( 最大ピッチ音色 ) 

一度にトリガーされるボイス数を制限します。値が低いほどCPUの負荷を軽減します。

Enable Memory Mapping ( メモリ‧マッピングの有効化 ) 

Windowsマシンではオフにするとパフォーマンスが向上します。

Default preset ( デフォルト‧プリセット ) 

プリセット名をクリックし、リストからお好み

のプリセットを選択してください。
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付録

FAQとトラブルシューティング

Q: システム要件は何ですか？

最新の対応状況については製品ページをご確認ください。

Q: プラグインの設定をデフォルトに戻したいのですが。

以下のディレクトリにある.settingsファイルを削除して、設定をデフォルトにリセットできます。

Mac

Users/<ユーザー名>/Music/Spitfire Audio

Windows

C:¥Users¥<user>¥name¥AppData¥Roaming¥Spitfire Audio

Q: プリセットのリストが空です。

ライブラリ‧フォルダを移動した場合、Spitfire Audio AppのLocate Library機能を使用することで解決

できます。ライブラリの再認証が必要な場合、Spitfire Audio AppのRepair機能を使用してください。

Q: ライブラリ左上に赤い感嘆符 ( ！ ) が表示されています。

感嘆符をクリックすると詳細なログが表示されます。Spitfire Audio AppのRepairとLocate Library機能

を使用して問題が解決する可能性があります。解決しない場合は、spitfireaudio.com/supportのサポー

トチーム ( 英語 ) までご連絡いただき、ログを添付してください。

https://spitfireaudio.zendesk.com/hc/en-us/
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Q: 複数台のコンピューターへのインストール。

弊社製品には2つのライセンスがあり、メインとモバイルの2台のコンピュータにダウンロード、インスト

ールできます。ライブラリをハード‧ドライブで購入された場合、Spitfire Audio Appでダウンロードを

完了する前に、ドライブの内容をインストール先のマシンにコピーしてください。ライブラリをダウンロ

ードした場合は、ライブラリ‧フォルダを2台目のマシンにコピーし、Spitfire Audio AppのRepairと

Locate Library機能を使用してください。

Q: Kontaktのサイド‧パネルにライブラリが表示されない。

Spitfire Audio独自のアプリ ( スタンドアローン、プラグイン ) は、KontaktやNative Access上で表示され

ません。

Q: インターネットに接続されていないマシンでのライブラリ認証。

インターネットに接続されていないマシンでは当該ライブラリを認証できません。認証はインターネット

接続されたマシン上でSpitfire Audio Appを通じて行います。

Q: 製品の再ダウンロード方法。

Spitfire Audio Appから行えます。ライブラリ全体のダウンロード、または最新のアップデートの両方を

リセットする方法は次の通りです。

• Spitfire Audio Appを開き、アカウントのメール‧アドレスとパスワードでログイン。

• 再ダウンロードしたい製品アートワークを選択。

• このページの歯車アイコン からResetを選択し、Reset Entire Download ( フルダウンロードの場合 ) 

またはLatest Updateを選択。

これで最新のアップデートがリセットされ、再度インストールできるようになります。所有するすべての

ライブラリについて、このプロセスを繰り返せます。

一定時間内にダウンロードをリセットできる回数には制限があります。リセットの制限を超えた場合は、

ご連絡ください。
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Q: ダウンロード∕インストールの問題

ダウンロードの過程で問題が発生する場合があります。その場合、以下をご確認ください。

• ドライブのフォーマットがFAT32の場合、4GB以上のファイル‧サイズは制限されているため、弊社の大

きなダウンロード‧ファイルがエラーの原因となります。ドライブを再フォーマットするか、別のドライ

ブを使用してください。PCではNTFS、MacではMac OS Extendedをお勧めします。

• 私たちのライブラリが非常に大きなファイルであるため、Spitfire Audio Appが 圧縮ファイルの展開やド

ライブへの配置を行うにあたり長い時間を要することがあります。クラッシュしたのか、ファイルの処理

中かが判断しきれない場合は、インストール開始時に選択したインストール‧フォルダにアクセスしてく

ださい。すべてが正常に動作している場合は、フォルダ ( またはそのサブフォルダの1つ ) にさまざまなフ

ァイルが表示されます。

• もしダウンロードが止まってしまったり、中断したまま再開されない場合は、spitfireaudio.com/

supportのサポートチーム ( 英語 ) まで、お使いのオペレーティング‧システム、お住まいの国、自宅か

職場か、お使いのISP、お使いのコンピュータとインターネットの間にプロキシ‧サーバーやファイアウ

ォールがあるかどうかを合わせてお知らせください。

Q: ダウンロード速度について

私たちのライブラリはAmazon S3サーバーでホストされており、通常は非常に高速ですが、トラフィック

が特に混雑する特定の時間帯に、ISPが接続速度を制限する可能性があります。

混雑の少ない時間帯にダウンロードを実行したままにしておくと充分なダウンロード速度を期待できま

す。Spitfire Audio Appのダウンローダーは可能な限り帯域幅を使用し、最速の速度を提供することを目

的としており、ピークに達するまでに数分かかる場合があります。

Q: 購入前のデモについて

現在、製品のデモは提供していません。

私たちのYouTubeチャンネルにアクセスすると、私たちのすべての製品に関する詳細な情報を含む多くの

ウォークスルーを見ることができます！

https://spitfireaudio.zendesk.com/hc/en-us/
https://spitfireaudio.zendesk.com/hc/en-us/
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Q: Spitfire Audio Appにライブラリが表示されません

Spitfire Audio Appにログインして、InstalledにもDownload Readyにも購入済みの製品が表示されない

場合、別のメール‧アドレスで購入された可能性があります。過去に購入した他のメール‧アドレスを確

認すると、見つからない製品が見つかるかもしれません。そうではなく、数年前に購入された製品である

場合は、サポート‧チケットを作成し、お客様のアカウントのメール‧アドレスと、紛失した製品に関連

するシリアル番号をお知らせください。また、複数のアカウントを統合して、購入された製品をまとめる

ことも可能です。

より多くの情報があればあるほど、迅速な復旧が可能となります！

Q: 製品のアップデート方法

弊社製品のダウンロードは、Spitfire Audio Appが選択したフォルダにダウンロードされることが大前提

です。弊社製品に最適なファイル‧パスはシンプルです。ただし長いファイル‧パスを指定した場合はエ

ラーの原因となることがあります。サンプル‧ドライブ > Spitfire Audioのようなパスが理想です。

またダウンロードやアップデート時、Spitfire Audio配下の実際のフォルダを指定せず、Spitfire Audioフ

ォルダ自体を必ず指定してください。

Q: 最新のアップデートの再ダウンロード方法

Spitfire Audio Appに、ダウンロードをリセットする機能が追加されました。

• Spitfire Audio Appを開き、アカウントのメール‧アドレスとパスワードでログイン。

• 再ダウンロードしたい製品アートワークを選択。

• このページの歯車アイコン からResetを選択し、Reset Entire Download ( フルダウンロードの場合 ) 

またはLatest Updateを選択。

これで最新のアップデートがリセットされ、再度インストールできるようになります。

他のアップデートについても、このプロセスを繰り返すことができます。

Spitfire Audio Appにダウンロードをリセットするオプションが表示されない場合は、spitfireaudio.com/

info/library-manager/から最新版のアプリをダウンロードしてください。

https://www.spitfireaudio.com/info/library-manager/
https://www.spitfireaudio.com/info/library-manager/
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Q: ダウンロード‧リンクがなかなか送られてこない

当社では、すべての注文はまず不正チェック処理を経由しており、処理に20分ほど要します ( ブラック‧

フライデーなどの繁忙期には1時間ほどかかることもあります ) 。この段階で注文が引っかかった場合、

手動で注文チェックを行うため、注文処理は最大で24時間遅れる場合があります。

ご注文後、すぐに送付される注文確認メールは、お客様のご注文が弊社システムに正常に記録され、お支

払いが正常に行われたことを確認するものです。サポートにご連絡いただく前に、迷惑メール‧フォルダ

のご確認もお忘れなく。

Q: 異なるOS間でのデータの転送

はい、ライブラリ‧フォルダを2台目のマシンにコピーし、Spitfire Audio App のRepairとLocate Library

機能を使用できます。ダウンロードの大部分は別のマシンで行えますが、認証プロセスを完了するために

はインターネット接続が必要である点にご注意ください。

Q: Mac OSX 10.9でのダウンロード

本製品のインストールに必要なSpitfire Audio Appは、Mac OSX 10.10以降にのみ対応しています。

Q: バグの報告

バグを発見された場合は、関連する情報を添えてご連絡 ( 英語 ) ください。

• 見つけたバグの説明

• バグが発生しているスクリーン‧キャスト ( ビデオ ) 、またはオーディオの例

• プリセット名やライブラリ名など情報が詳細であるほど、問題の真相を究明するのに役立ちます。

Q:  変更履歴 ( CHANGELOG ) の所在

すべてのバグフィックスと改善点をリストしたHTMLの変更履歴は、製品のドキュメント‧フォルダにあ

ります。



Aperture The Stack 日本語マニュアル

��

Q: 払い戻し∕返品ポリシーについて

ダウンロード∕インストール‧プロセスを完了しておらず、14日以内に購入された場合は、返金∕返品が

可能です。まだシリアル番号を登録していない場合であってもインストールを完了された場合、返金と返

品をお受けできません ( 使用許諾契約をご確認ください ) 。ハードディスク‧ドライブのご注文の返金

は、ドライブが弊社から発送される時点まで可能です。これは通常、ご注文から数日を要します。

Q: パスワードを忘れてしまいました

パスワードをお忘れの場合は、spitfireaudio.com/my-account/login/の[forgot your password?] ( または 

これに該当する日本語表記 ) をクリックしてください。もし過去に2つ以上のアカウントの統合を依頼し 

たが忘れてしまった場合、統合を依頼されたメール‧アドレスでパスワードの再発行が機能しない可能性 

があります。この場合は、お名前と、弊社が知っていると思われるメールアドレスをサポートまでご連絡 

ください。

https://www.spitfireaudio.com/login
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テクニック‧リスト

DAVE

Longs

• Facsimile

• Distant Waves

• Pale Shimmer

• What Goes Around

Shorts

• Things Happen

• Witchita Bass

• Reflektion

FX

• Shallow Dive

• Failed Ascent

• Daves Descent

• Pulses

• In Motion 80 BPM

• Pulses Resonant 90 BPM

• Pulses 135 BPM

• Pulses Open 135 BPM

THE SYNTHS

REPLICANTS

Longs

• Long Soft

• Long

• Hairpin

• Scattered Tremolo

Shorts

• Staccato

• Pulses

• Pulses 90 BPM

• Pulses 135 BPM

• Pulses Open 135 BPM

LEGENDS

■ Longs

• Jupiters Landing

• Runner Up

• Devoid

• Pawn Shop

■ Shorts

• Murmur In Earnest

• Some Solution

• Ask Again
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SWARM

■ Longs

• Ground Loop

• It Trembles

• Oblivion

• Disruptor

• Hyperbole

• Uncertainty

SWARM (Mono)

■ Longs

• Ground Loop Mono

• It Trembles Mono

• Oblivion Mono

• Disruptor Mono

• Hyperbole Mono

• Uncertainty Mono

THE WALL

■ Longs

• 15000 Watts

• Failing Scaffold

• Stuck At Ten

• For Noises Sake

• THNX But No THNX

• Transistor

■ Shorts

• Fault Line

• Burn In

• Foldback

• We're Plucked

THE WALL (Mono)

■ Longs

• 15000 Watts Mono

• Failing Scaffold Mono

• Stuck At Ten Mono

• For Noises Sake Mono

• THNX But No THNX Mono

• Transistor Mono

■ FX

• Clamouring Combo

• Clamouring Rip Saw

• Clamouring Sub

• Clamouring Impact
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THE GUITARS

■ Longs

• Long

• Long Aggressive

• Long Soft

• Scattered

• Scattered Soft

• Swells

• Cloud

• Tremolo

■ Shorts

• Power Chords

• Power Aggressive

• Short

• Short Muted

THE MACHINES

THE ORIGINAL KITS

• The Original

• Only Bleed

• The Original Kick

• The Original Kick Mono

• The Original Toms

AFRORACK KITS

• Kit Menu

• Brawl Kit

• Inertia Kit

• Influx Kit

• Rack Kit

• Prime Kit

SURGE KITS

• Imitator Kit

• Machinist Kit
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デフォルトのCCマッピング

 お使いのDAWや環境によっては、上記デフォルトのMIDI CC ( コンティニュアス‧コントローラ ) と動作が

合致しない場合があります。必要に応じて、環境にあった設定に調整してください。

CC#1 ダイナミクス

CC#5 ポルタメント

CC#7 グローバル‧ゲイン

CC#10 グローバル‧パン

CC#11 エクスプレッション

CC#15 ノイズ

CC#17 リリース

CC#18 タイトネス

CC#19 リバーブ

CC#74 ローパス‧フィルタ
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